
 

 

 

 

2024年 12月 13日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

 

小樽市内の地域脱炭素社会の実現に向けた連携協定書の締結について 
 

 株式会社北洋銀行（取締役頭取 津山 博恒）は、小樽市（市長 迫 俊哉）と脱炭素化を実現する包括

的なソリューションを提供する株式会社 Sustech（代表取締役 丹野裕介・飯田祐一郎）と地域における脱

炭素化社会の実現に向けた連携協定書を締結しました。 

本協定書に基づき、小樽市域の脱炭素化に向け相互連携し、豊かな自然の環境保全と脱炭素による地

域価値向上に貢献してまいります。 

今後も、当行グループを支えていただいている全てのステークホルダーと地域社会・環境の持続的発展

に向け、より一層取り組みしてまいります。 

記 

１．協定書締結の目的について 

   相互に連携・協力し、小樽市域の脱炭素化を推進し、地域脱炭素社会の実現に向けて取り組む。 

２．連携内容 

（１）温室効果ガス排出量の可視化及び分析に関する事項 

（２）温室効果ガス排出量の削減に向けた取組に関する事項 

（３）地球温暖化対策の普及啓発に関する事項 

（４）その他目的達成のために協議により定める事項 

※協定に基づく 3社の役割等については、別紙をご参照願います。 

以上 

【締結式の様子】 

 

 

 

 

調印式当日の写真を挿入予定 

 

 

 

 

 

 

  

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成

長支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGsに関連するプレスリリー

スには、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015 年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030

年までの国際目標。17のゴールと 169 のターゲットで構成される。 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

写真左より Sustech 飯田代表取締役 CEO、小樽市 迫市長、津山頭取 



本協定の連携イメージ

 協定目的

相互に連携・協力し、小樽市域の脱炭素化を推進し、地域脱炭素社会の実現に向けて取り組む。

 連携スキーム

 連携事項

 各者役割

本連携事業を活用したGHG排出量削減の取組実践と
情報発信

本連携事業を通じた更なる脱炭素社会実現に向けた
施策検討

本連携事業の普及啓発に向けた推進支援
本連携事業の実現に向けた各ステークホルダー間の

円滑なコミュニケーション形成・維持の調整
本連携事業の実現に向けた各種商品・サービスの提案

本連携事業の普及啓発に向けた推進支援
脱炭素化を実現する包括的なソリューションの提供
データベース管理
本連携事業の実現に向けた各種商品・サービスの提案

 GHG排出量の可視化及び分析に関する事項
 GHG排出量の削減に向けた取組に関する事項
 地球温暖化対策の普及啓発に関する事項
 その他目的達成のために協議より定める事項

• 「CARBONIX」へのデータ入力

によるGHG排出量算定

• GHG排出量削減に関する
普及・啓発

小
樽
市
内
企
業

• 「CARBONIX」※1のご提供

及び導入支援

• GHG※2排出量削減支援

• セミナー講演の協力
• 普及啓発に向けた推進支援
• 施策検討の協業

協働

※１ CARBONIX…株式会社Sustechが提供する企業のGHG排出量算定を行う
ことができる脱炭素化支援プラットフォーム

※２ GHG(GreenHouse Gas) … 温室効果ガス

小樽市

小樽市

（別紙）


